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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘッドフォンから出力された音の周波数特性を示す第１のデータと目標周波数特性を示
す第２のデータとに基づいて、前記周波数特性を補正するための補正データを生成する第
１の生成手段と、
　オーディオデータを前記補正データに基づいて補正をする補正手段と、
　前記補正されたオーディオデータに基づいたオーディオ信号を前記ヘッドフォンに出力
するオーディオ信号出力手段と、
　前記オーディオ信号出力手段に測定信号を出力する測定信号出力手段と、
　前記測定信号に基づいて前記ヘッドフォンから出力された音が入力される第１の口と、
他端から前記入力された音を出力する第２の口とを有し、人間の外耳道の容積とほぼ同じ
容積を有する管を有し、前記管内に吸音材を具備するアダプタを介してマイクロフォンに
入力された音に応じた音のデータを取得する音データ取得手段と、
　前記取得された音のデータに基づいて、前記第１のデータを生成する第２の生成手段と
を具備する再生装置。
【請求項２】
　前記吸音材は、前記管内の中央部に設けられている請求項１に記載の再生装置。
【請求項３】
　前記アダプタと前記マイクロフォンとが一体である請求項１または２の何れか１項に記
載の再生装置。
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【請求項４】
　ネットワークに接続されたサーバコンピュータから前記第１のデータを取得する取得手
段を更に具備する請求項１に記載の再生装置。
【請求項５】
　目標周波数特性を示す複数の第３のデータを記憶する記憶手段と、
　前記複数の第３のデータの内から前記第２のデータを選択する選択手段と
を具備する請求項１に記載の再生装置。
【請求項６】
　前記複数の第３のデータは、複数の音楽のジャンルに対応する請求項５に記載の再生装
置。
【請求項７】
　前記補正手段は、パラメトリックイコライザである請求項１に記載の再生装置。
【請求項８】
　ヘッドフォンに測定信号を出力し、
　前記測定信号に基づいて前記ヘッドフォンから出力され、ヘッドフォンから出力された
音が入力される第１の口と、他端から前記入力された音を出力する第２の口とを有し、人
間の外耳道の容積とほぼ同じ容積を有する管を有し、前記管内に吸音材を具備するアダプ
タを介してマイクロフォンに入力された音に応じた音のデータを取得し、
　前記取得された音のデータに基づいて、前記ヘッドフォンから出力された音の周波数特
性を示す第１のデータを生成し、
　前記第１のデータと目標周波数特性を示す第２のデータとに基づいて、前記周波数特性
を補正するための補正データを生成し、
　オーディオデータを前記補正データに基づいて補正し、
　前記補正されたオーディオデータに基づいたオーディオ信号を前記ヘッドフォンに出力
する再生方法。
【請求項９】
　ネットワークに接続されたサーバコンピュータから前記第１のデータを取得する
請求項８に記載の再生方法。
【請求項１０】
　記憶手段に格納されている目標周波数特性を示す複数の第３のデータの内から前記第２
のデータを選択する
請求項８に記載の再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ヘッドフォンから出力される音を補正する再生装置、および再生
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　音楽を再生する場合野外等のスピーカから音を出せない環境では、イヤフォンやステレ
オフォン等のヘッドフォンを用いて音楽を聴く。
【０００３】
　ヘッドフォンから出力される音の周波数特性は製品によって異なっており、ヘッドフォ
ンから出力される音がユーザに望まれている周波数特性を有していない場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公平４－１０７９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　ヘッドフォンから出力される音がユーザに望まれている周波数特性を有するようにした
いという要求がある。
【０００６】
　本発明の目的は、ヘッドフォンから出力される音がユーザに望まれている周波数特性を
有するようにすることが可能な再生装置、および再生方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態によれば、再生装置は、第１の生成手段、補正手段、オーディオ信号出力手段
、測定信号出力手段、音データ取得手段、および第２の生成手段を具備する。第１の生成
手段は、ヘッドフォンから出力された音の周波数特性を示す第１のデータと目標周波数特
性を示す第２のデータとに基づいて、前記周波数特性を補正するための補正データを生成
する。補正手段は、オーディオデータを前記補正データに基づいて補正をする。オーディ
オ信号出力手段は、前記補正されたオーディオデータに基づいたオーディオ信号を前記ヘ
ッドフォンに出力する。測定信号出力手段は、前記オーディオ信号出力手段に測定信号を
出力する。音データ取得手段は、前記測定信号に基づいて前記ヘッドフォンから出力され
た音が入力される第１の口と、他端から前記入力された音を出力する第２の口とを有し、
人間の外耳道の容積とほぼ同じ容積を有する管を有し、前記管内に吸音材を具備するアダ
プタを介してマイクロフォンに入力された音に応じた音のデータを取得する。第２の生成
手段は、前記取得された音のデータに基づいて、前記第１のデータを生成する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１の実施形態の再生装置の外観の一例を示す斜視図。
【図２】第１の実施形態の再生装置のシステム構成の一例を示すブロック図。
【図３】第１の実施形態のメディアプレーヤのイヤフォンの周波数特性を測定するための
構成の一例を示すブロック図。
【図４】第１の実施形態のアダプタの構成の一例を示す図。
【図５】第１の実施形態のアダプタの構成の一例を示す図。
【図６】第１の実施形態のアダプタの構成の一例を示す図。
【図７】イヤフォンから出力されアダプタを介してマイクで取得された音の周波数特性を
示す図。
【図８】メディアプレーヤの補正機能の構成の一例を示すブロック図。
【図９】目標特性データが示す周波数特性の一例を示す図。
【図１０】設計された補正フィルタが示す周波数特性の一例を示す図。
【図１１】イヤフォンから出力された音の周波数特性を示す図。
【図１２】イヤフォンから出力された音の周波数特性を測定し、測定された周波数特性に
基づいてイヤフォンから出力される音を補正する手順の一例を示すフローチャート。
【図１３】第２の実施形態の再生装置の構成の一例を示すブロック図。
【図１４】第３の実施形態のアダプタの構成の一例を示す図。
【図１５】第３の実施形態のメディアプレーヤのイヤフォンの周波数特性を測定するため
の構成の一例を示すブロック図。
【図１６】イヤフォンからの出力音声をマイクによって直接取得する例を示す図。
【図１７】ディスプレイユニット内に第１の実施形態のアダプタに相当する空間を確保し
た例を示す図。
【図１８】ディスプレイユニット内に第１の実施形態のアダプタに相当する空間を確保し
た例を示す図。
【図１９】第５の実施形態のメディアプレーヤの補正機能の構成の一例を示すブロック図
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　以下、実施の形態について図面を参照して説明する。　
　（第１の実施形態）
　まず、図１および図２を参照して、第１の実施形態に係る再生装置の構成を説明する。
本実施形態の再生装置は、例えば、ノートブック型の携帯型パーソナルコンピュータ１０
から実現されている。
【００１０】
　図１はコンピュータ１０のディスプレイユニットを開いた状態における斜視図である。
本コンピュータ１０は、コンピュータ本体１１と、ディスプレイユニット１２とから構成
されている。ディスプレイユニット１２には、液晶パネルを有する表示パネル１７が組み
込まれている。ディスプレイユニット１２内には、マイクロフォンが設けられている。デ
ィスプレイユニット１２には、マイクロフォンが効率よく集音できるようにするためにマ
イク穴１９が設けられている。
【００１１】
　ディスプレイユニット１２は、コンピュータ本体１１に対し、コンピュータ本体１１の
上面が露出される開放位置とコンピュータ本体１１の上面を覆う閉塞位置との間を回動自
在に取り付けられている。コンピュータ本体１１は薄い箱形の筐体を有しており、その上
面にはキーボード１３、本コンピュータ１０をパワーオン／パワーオフするためのパワー
ボタン１４、タッチパッド１６、およびスピーカ１８Ａ，１８Ｂなどが配置されている。
【００１２】
　次に、図２を参照して、本コンピュータ１０のシステム構成について説明する。
【００１３】
　本コンピュータ１０は、図２に示されているように、ＣＰＵ１０１、ノースブリッジ１
０２、主メモリ１０３、サウスブリッジ１０４、グラフィクスプロセッシングユニット（
ＧＰＵ）１０５、ビデオメモリ（ＶＲＡＭ）１０５Ａ、サウンドコントローラ１０６、Ｂ
ＩＯＳ－ＲＯＭ１０９、ＬＡＮコントローラ１１０、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）
１１１、ＤＶＤドライブ１１２、およびエンベデッドコントローラ／キーボードコントロ
ーラＩＣ（ＥＣ／ＫＢＣ）１１６等を備えている。
【００１４】
　ＣＰＵ１０１は本コンピュータ１０の動作を制御するプロセッサであり、ハードディス
クドライブ（ＨＤＤ）１１１から主メモリ１０３にロードされる、オペレーティングシス
テム（ＯＳ）１２１、およびメディアプレーヤ１２２のような各種アプリケーションプロ
グラムを実行する。メディアプレーヤ１２２は、動画(映像)や音声のファイルを再生する
ためのアプリケーションソフトウェアである。また、ＣＰＵ１０１は、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ
１０９に格納されたＢＩＯＳ（Basic Input Output System）も実行する。ＢＩＯＳはハ
ードウェア制御のためのプログラムである。
【００１５】
　ノースブリッジ１０２はＣＰＵ１０１のローカルバスとサウスブリッジ１０４との間を
接続するブリッジデバイスである。ノースブリッジ１０２には、主メモリ１０３をアクセ
ス制御するメモリコントローラも内蔵されている。また、ノースブリッジ１０２は、PCI 
EXPRESS規格のシリアルバスなどを介してＧＰＵ１０５との通信を実行する機能も有して
いる。
【００１６】
　ＧＰＵ１０５は、本コンピュータ１０のディスプレイモニタとして使用される液晶パネ
ル１７１を制御する表示コントローラである。ＧＰＵ１０５は、ＶＲＡＭ１０５Ａをワー
クメモリとして使用する。このＧＰＵ１０５によって生成される映像信号は液晶パネル１
７１に送られる。
【００１７】
　サウスブリッジ１０４は、ＬＰＣ（Low Pin Count）バス上の各デバイス、およびＰＣ
Ｉ（Peripheral Component Interconnect）バス上の各デバイスを制御する。また、サウ
スブリッジ１０４は、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１１１およびＤＶＤドライブ１
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１２を制御するためのＩＤＥ（Integrated Drive Electronics）コントローラを内蔵して
いる。さらに、サウスブリッジ１０４は、サウンドコントローラ１０６との通信を実行す
る機能も有している。サウンドコントローラ１０６は音源デバイスであり、再生対象のオ
ーディオデータをスピーカ１８Ａ，１８Ｂまたに出力するために、デジタル信号を電気信
号に変換するＤ／Ａコンバータ、電気信号を増幅するアンプリファイア等の回路を有する
。また、サウンドコントローラ１０６は、マイクロフォン１１３から入力された電気信号
をデジタル信号に変換するためのＡ／Ｄコンバータ等の回路を有する。
【００１８】
　エンベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩＣ（ＥＣ／ＫＢＣ）１１６は、
電力管理のためのエンベデッドコントローラと、キーボード（ＫＢ）１３およびタッチパ
ッド１６を制御するためのキーボードコントローラとが集積された１チップマイクロコン
ピュータである。このエンベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩＣ（ＥＣ／
ＫＢＣ）１１６は、ユーザによるパワーボタン１４の操作に応じて本コンピュータ１０を
パワーオン／パワーオフする機能を有している。
【００１９】
　次に、メディアプレーヤ１２２の機能について説明する。メディアプレーヤ１２２は、
イヤフォンから出力される音の周波数特性を測定する機能を有する。イヤフォンの周波数
特性を測定するための構成を図３を参照して説明する。
【００２０】
　メディアプレーヤ１２２は、測定信号出力部２３１、測定部２３２、および周波数特性
データ生成部２３３等を有する。測定信号出力部２３１は、測定用の測定信号を生成し、
生成された測定信号をＤ／Ａコンバータに出力する。測定信号は、例えば白色雑音、ピン
クノイズ、所定幅以内の単位パルス、タイムストレッチトパルス（Time Stretched Pulse
：以下ＴＳＰと称する）信号である。
【００２１】
　また、サウンドコントローラ１０６は、Ｄ／Ａコンバータ（デジタル-アナログ変換回
路）、アンプリファイア、およびＡ／Ｄコンバータ（アナログ-デジタル変換回路）等を
有する。
【００２２】
　基準信号は、Ｄ／Ａコンバータによって電気信号に変換される。変換された電機信号は
アンプリファイアによって増幅され、増幅された電気信号がイヤフォン２００に入力され
る。イヤフォン２００は、入力された信号に応じた音を出力する。イヤフォン２００から
出力された音は、アダプタ２１０を介してマイクロフォン１１３に入力される。マイクロ
フォン１１３は、入力された音を電気信号に変換し、電気信号をＡ／Ｄコンバータに出力
する。Ａ／Ｄコンバータは、電気信号をデジタル信号に変換し、デジタル信号を測定部に
出力する。測定部２３２は、デジタル信号に基づいてイヤフォン２００から出力された音
の音圧レベルを測定する。測定部２３２は測定された音圧レベルを周波数特性データ生成
部２３３に出力する。周波数特性データ生成部２３３は、音圧レベルに基づいて周波数特
性データ２３４を生成する。
【００２３】
　アダプタ２１０は、外耳道を経て鼓膜に伝わる音を擬似的に再現するためのものである
。アダプタ２１０の構成について図４を参照して説明する。アダプタ２１０は、管３０１
、吸音材３０２、パッキン３０３等から構成される。
【００２４】
　管３０１は、例えば樹脂製の筒状のもので、水道管やガス管のような直線上の形状であ
る。管３０１は、イヤフォン２００のイヤピースが挿入され、イヤフォン２００から出力
される音が入力される第１の口と、第１の口から入力された音が出力される第２の口とを
有する。
【００２５】
　なお、アダプタ２１０で重要なのは、管３０１の容積である。イヤフォン２００とマイ
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クロフォン１１３の間の容積が小さすぎると不自然な共振が起きることが実験によりわか
った。一方、容積が大きすぎる場合はイヤフォン２００からマイクロフォン１１３まで音
が伝わる間に音が減衰してしまい、測定信号のＳＮ比が下がる問題がある。実験により、
適切な管３０１の容積はおよそ人間の外耳道の容積と同程度であることが判明した。
【００２６】
　次に、吸音材３０２について説明する。外耳道の容積と同程度の管を用いると、管の長
さに起因する共鳴が起き、測定の妨げになる。共鳴を抑制するために、管の中に吸音材を
挿入する。吸音材は例えばフェルトのようなもので、音の伝わり方を軽減する効果のある
素材で構成され、共鳴が起きないようにする効果がある。吸音材３０２を配置する位置は
図４に示すように管の中央付近が効果的である。これは中央付近が最も空気が大きく振動
する箇所であるからである。また、図５に示すように、管３０１の全体に吸音材３１２を
詰めてもよい。また図６に示すように、管３０１の内側に吸音性の素材３２２を貼り付け
た構造でもよい。さらに、管と吸音材を吸音性のある同一の素材で形成することも可能で
ある。
【００２７】
　次にパッキン３０３について説明する。パッキン３０３はアダプタ２１０をマイクロフ
ォン１１３付近に押し当てたときに、アダプタと機器の間に隙間ができないようにするも
ので、Ｏリングのような形状が効果的である。パッキン３０３の目的は隙間を塞ぐことな
ので、機器側に配置することも可能であるし、機器自体がやわらかい素材であるなど、パ
ッキンなしでも密閉状態が確保できる場合は、省略することも可能である。
【００２８】
　図７に、イヤフォン２００から出力されアダプタを介してマイクロフォン１１３で取得
された音の周波数特性を示す。
【００２９】
　次に、測定されたイヤフォン２００の周波数特性を用いたメディアプレーヤの機能につ
いて説明する。メディアプレーヤの再生機能は、測定されたイヤフォン２００の周波数特
性に基づいて、イヤフォン２００から出力される音が目標の周波数特性を有するようにす
る補正機能を有する。次に、図８を参照して、メディアプレーヤの補正機能の構成を説明
する。
【００３０】
　図８に示すように、メディアプレーヤは、測定特性取得部４０１、目標特性取得部４０
２、補正フィルタ設計部４０４、デコード部４０６、補正部４０７等を備えている。
【００３１】
　測定特性取得部４０１は、周波数特性データ生成部２３３によって生成された周波数特
性データ２３４を取得する。目標特性取得部４０２は、イヤフォン２００から出力され、
鼓膜に届く音の目標とする周波数特性（以下、目標特性）を示す目標特性データを目標特
性格納部４０３から取得する。目標特性格納部４０３には、例えば複数の目標特性データ
が格納されている。複数の目標特性データの一つは、例えば理想的な周波数特性を示して
いる。また、別の複数の目標特性データは、複数の音楽のジャンルに対応する。図９に、
目標特性データが示す周波数特性の一例を示す。目標特性取得部４０２は、目標特性格納
部４０３に格納されている複数の目標特性データの内からユーザによって選択された一つ
の目標特性データを取得する。
【００３２】
　補正フィルタ設計部４０４は、目標特性データと周波数特性データとに基づいて、イヤ
フォン２００から出力され、鼓膜に届く音を目標特性に近づけるための補正フィルタ（補
正データ）４０５を設計する。補正フィルタ４０５が示す周波数特性を図１０に示す。補
正フィルタ４０５は例えば一般的なパラメトリックイコライザで用いられるパラメータを
有する。パラメトリックイコライザで用いられるパラメータは、中心となる周波数、調整
する帯域の幅、および音量である。
【００３３】
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　デコード部４０６は、ＭＰ３等の圧縮フォーマットで符号化されたデータをデコードす
ることによってオーディオデータを生成する。補正部４０７は、補正フィルタ設計部４０
４によって作成された補正フィルタに基づいてオーディオデータに対して補正を行う。補
正されたオーディオデータは、Ｄ／Ａコンバータに入力される。Ｄ／Ａコンバータは、オ
ーディオデータを電気信号に変換し、変換された電気信号をアンプリファイアに出力する
。アンプリファイアは電気信号を増幅し、増幅された電気信号をイヤフォン２００に出力
する。図１１にイヤフォン２００から出力された音の周波数特性（補正特性）を示す。図
１１に示すように、補正特性は、目標特性にほぼ一致していることが分かる。
【００３４】
　次に、図１２のフローチャートを参照して、イヤフォン２００から出力された音の周波
数特性を測定し、測定された周波数特性に基づいてイヤフォン２００から出力される音を
補正する手順を説明する。
【００３５】
　測定信号出力部２３１は、サウンドコントローラ１０６に測定信号を出力することによ
ってイヤフォン２００から測定音を出力する（ステップ５０１）。イヤフォン２００から
出力された音をアダプタ２１０を介してマイクロフォン１１３によって取得する（ステッ
プ５０２）。取得された音は、測定部２３２に出力される。測定部２３２は、音の周波数
特性を測定し、測定結果を周波数特性データ生成部２３３に出力する。周波数特性データ
生成部２３３は、周波数特性データを生成する（ステップ５０３）。
【００３６】
　目標特性取得部４０２は目標特性格納部４０３から目標特性データを取得する（ステッ
プ５０４）。補正フィルタ設計部４０４は、周波数特性データ２３４と目標特性データと
に基づいて補正フィルタ４０５を設計する（ステップ５０５）。
【００３７】
　デコード部４０６が、圧縮符号化されている音楽データをデコードする（ステップ５０
６）。補正部４０７は、補正フィルタ４０５に基づいてデコードされた音楽データを補正
する（ステップ５０７）。補正部４０７は、補正された音楽データをサウンドコントロー
ラ１０６に出力する。サウンドコントローラ１０６は、音楽データを音楽信号に変換し、
変換された音楽信号を増幅し、増幅された音楽信号をイヤフォン２００に出力する（ステ
ップ５０８）。
【００３８】
ステップ５０１からステップ５０５までを行い、設計された補正フィルタのパラメータを
保存しておき、音楽再生時にこのパラメータを読み取りステップ５０６から処理を行う構
成にすることも可能である。イヤホンの特性は大きく変動するものではないので、前半の
ステップを一度行い、補正フィルタのパラメータを求めておけば、それ以降はそのパラメ
ータを使うこと測定の手間を省くことができる。
【００３９】
　本実施形態によれば、イヤフォン２００で聞くと理想的なイヤフォン２００に近い音に
聞こえるため、例えば音楽を再生する場合、高音質な音楽を楽しむことができる。また、
低価格で特性の良くないイヤフォン２００でも、ユーザーが自分でイヤフォン２００の特
性を簡単に補正することができる。
【００４０】
　なお、測定されたイヤフォンの周波数特性を理想的なイヤフォンの特性と比較して補正
フィルタの係数を設計している。これは２つのイヤフォンの特性の差を埋めるフィルタを
設計していることになる。従って２つの特性に同一の変動が加わった場合、差にはその変
動が現れないことになる。本実施形態では、アダプタ内に吸音材を設けていたが、吸音材
を省略することも可能である。省略することで管の長さに起因した共鳴が起きるが、２つ
のイヤフォンに対して同一周波数に共鳴が起きる場合は、補正に必要な特性の差には変化
が現れない。だた、実際にはイヤフォンの形状や、イヤフォン内の音源ユニットの位置な
どの違いから共鳴周波数が微妙にずれる場合があり、共鳴周波数付近で補正の若干の補正
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誤差が生じる場合は考えられる。従って、共鳴周波数付近の特性においては、周波数方向
のスムージングを他の帯域よりも強くかける、補正量の最大値を制限する、などの対策を
施し、共鳴周波数のズレに起因する特性の乱れを軽減する措置を行なうことは効果的であ
る。
【００４１】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態では、イヤフォン２００の周波数特性データをコンピュータで測定する
構成であった。本実施形態では、イヤフォン２００の周波数特性データをネットワーク上
のサーバから取得する構成について説明する。
【００４２】
　図１３は、第２の実施形態の再生装置のメディアプレーヤの構成を示すブロック図であ
る。図１３に示すように、メディアプレーヤ１２２は、測定特性取得部４１１、目標特性
取得部４０２、補正フィルタ設計部４０４、デコード部４０６、補正部４０７等を備えて
いる。
【００４３】
　測定特性取得部４１１は、ネットワーク上のサーバ４１０から周波数特性データ２４４
を取得する。周波数特性データ２４４は、イヤフォン２００の製造メーカから提供された
データである。周波数特性データ２４４は、イヤフォン２００の周波数特性を直接測定し
たものではない。周波数特性データ２４４は、イヤフォン２００と同じモデルを測定した
得られた周波数特性である。周波数特性データ２４４は、同じモデルの周波数特性なので
、第１の実施形態と同様な効果を得ることができる。
【００４４】
　メディアプレーヤ１２２のその他の構成は第１の実施形態と同様なので説明を省略する
。
【００４５】
　（第３の実施形態）
　第１の実施形態では、コンピュータに設けられているマイクロフォンを用いてイヤホン
から出力された音の周波数特性を測定していた。本実施形態では、アダプタにマイクロフ
ォンを設けた構成について説明する。
【００４６】
　図１４は、第３の実施形態に係わるアダプタの構成を示す図である。図１４に示すよう
に、アダプタ３３０は、管３０１、吸音材３０２、マイクロフォン３３４等を有する。管
３０１の底にマイクロフォン３３４が装着されている。
【００４７】
　図１５に示すブロック図を参照して、第３の実施形態のメディアプレーヤのイヤフォン
の周波数特性を測定するための構成について説明する。マイクロフォンン３３４で集音さ
れた信号は、例えばアナログ信号としてコンピュータ１０に設けられたマイク入力端子３
４１に送られる。マイク入力端子３４１に入力されたアナログ信号は、Ａ／Ｄコンバータ
２２３に入力される。Ａ／Ｄコンバータ２２３は、入力されたアナログ信号をデジタルデ
ータに変換し、デジタルデータを測定部２３２に出力する。
【００４８】
　アダプタ３３０にマイクロフォン３３４を設けることによって、コンピュータ１０に内
蔵されているマイクロフォンの特性に左右されない測定が可能となる。また、ユーザーが
複数の機器を所有する場合でも機器間の測定結果を共有することができる。また、内蔵マ
イクを装備しない端末でも利用が可能となる。
【００４９】
　なお、アナログ信号は、例えばアンプを介してラインレベルに増幅することによって、
アナログ信号をライン入力端子から入力することも可能である。また、マイクロフォン３
３４が、デジタルマイクロフォンの場合、マイクロフォン３３４からの出力がデジタル信
号として取り出せる場合は機器への入力はデジタル入力となる。
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【００５０】
　本実施形態によれば、アダプタにマイクロフォンを内蔵することで、機器ごとに異なる
マイクフォンの入力特性に左右されない測定が可能となる。また、測定時にアダプターを
マイクロフォンに押し当てる手間が不要になり、アダプタ３３０にパッキンを設けなくて
も良い。
【００５１】
　（第４の実施形態）
　第１の実施形態では、アダプタを介してイヤフォンの出力音声をマイクロフォン１１３
によって取得していた。本実施形態では、イヤフォンの出力音声をマイクロフォン１１３
によって直接取得する。
【００５２】
　図１６にイヤフォンの出力音声をマイクロフォン１１３によって直接取得する例を示す
。一般に機器に空いている孔のすぐ裏にマイクロフォン１１３が装着されるが、イヤフォ
ン２００を直接押し当てた場合、十分な空間が確保できず、不要な共振が起きる場合があ
る。そこで、ディスプレイユニット１２内にアダプタに相当する空間を確保する構成が考
えられる。図１７にディスプレイユニット１２内にアダプタに相当する空間を確保した例
を示す。
【００５３】
　図１７に示すように、ディスプレイユニット１２内に、空間６０１が設けられている。
空間６０１内にはイヤフォンを当てるためのマイク口１９と、イヤフォンから出力された
測定信号を受信するマイクロフォン１１３が設けられている。
【００５４】
　図１８に変形例を示す。一般に機器に空いている孔のすぐ裏にマイクロフォンが装着さ
れるが、通常は良好な収音特性を得るために余分な空間を設けない。これにイヤフォンを
直接押し当てた場合、十分な空間が確保できず、イヤフォンのトランスデューサーには耳
に装着した場合とは異なる音響負荷が掛かることで測定結果の特性が大きく異なる場合が
ある。そこで、機器本体にアダプタに相当する空間を確保する構成が考えられる。
【００５５】
　通常の収音性能との両立を図るため、収音用の孔の直下にマイクロフォンを配置した例
を図１８に示す。図１８に示すように、マイク口１９の直下にマイクロフォン１１３が設
けられている。イヤフォン２００の右側の空間内には、吸音材６１１が設けられている。
イヤフォンの特性を測定する際の音響負荷を適正にするために設ける空間には吸音材６１
１を使用することで、定在波の発生が抑えられ通常の収音に際してもイヤフォンの特性を
測定する際にも周波数特性が乱れることが無い。空間の形は様々な形が考えられ、丸や三
角でもかまわない。重要なのは外耳道相当の容積を確保することである。また、吸音材を
用いることで、共鳴を抑えることもできる。
【００５６】
　（第５の実施形態）
　携帯型オーディオプレーヤでは、任意の補正フィルタをかけることができない。本実施
形態では、携帯型オーディオプレーヤに対して補正フィルタがかけられたデータを出力す
る例について説明する。
【００５７】
　図１９を参照して、メディアプレーヤ（オーディオデータ補正装置）の補正機能の構成
を説明する。図１９に示すように、メディアプレーヤ１２２は、測定特性取得部４０１、
目標特性取得部４０２、補正フィルタ設計部４０４、デコード部４０６、補正部４０７、
およびエンコード部７０８等を備えている。測定特性取得部４０１、目標特性取得部４０
２、補正フィルタ設計部４０４、デコード部４０６、および補正部４０７の構成は第１の
実施形態と同様である。
【００５８】
　補正部４０７は、補正フィルタ４０５に基づいて補正されたデータをエンコード部７０
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８に出力する。エンコード部７０８は、補正されたデータをエンコードして圧縮符号化さ
れた補正データ７０９を出力する。
【００５９】
　補正データ７０９を携帯型オーディオプレーヤに転送することで、補正データ７０９の
再生時にイヤフォンから出力される音が補正された音になる。
【００６０】
　上述した実施形態では、イヤフォンを例にして説明したが、イヤフォンの代わりにステ
レオフォンを用いることも可能である。
【００６１】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００６２】
　２３１…測定信号出力部，２３２…測定部，２３３…周波数特性データ生成部，２３４
…周波数特性データ，３１２…吸音材，４０１…測定特性取得部，４０２…目標特性取得
部，４０３…目標特性格納部，４０４…補正フィルタ設計部，４０５…補正フィルタ，４
０６…デコード部，４０７…補正部，４１０…サーバ，４１１…測定特性取得部。

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】
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